
宗像市のコミュニティづくり

平成24年6月

宗像市市民協働･環境部コミュニティ課



宗像市の概要（平成24年4月現在）

� 位置：福岡市、北九州市の中間に位置する。

� ２度の合併（Ｈ15･･･旧玄海町、Ｈ17･･･旧大島村）

� 面積：119.66ｋ㎡

� 人口：96,049人（38,558世帯）

� 高齢化率：23.0%

� 自治会数：143（加入率77.1%）

� コミュニティ運営協議会：12地区

※Ｈ24.5.26まで13地区

� 市職員数 部長以下442人



第１次宗像市総合計画（平成17年策定）

☆☆☆☆都市像都市像都市像都市像：：：：
『海･山･川に育まれ、教育･文化と歴史がいきるコ
ミュニティのまち宗像』

合言葉 『であい・ふれあい・結びあい』

☆☆☆☆基本理念基本理念基本理念基本理念：：：：

“協働協働協働協働” “共生共生共生共生” “自律自律自律自律”



新新新新しいまちづくりへのしいまちづくりへのしいまちづくりへのしいまちづくりへの戦略的戦略的戦略的戦略的なななな取取取取りりりり組組組組みみみみ

①学びでまちづくり

②自分たちの手でまちづくり

～コミュニティ活動の推進～

③癒しのまちづくり

④元気なまちづくり

⑤自然豊かなまちづくり



コミュニティ再構築への動き（旧宗像市）
平成７年８月

� 自治会単位自治会単位自治会単位自治会単位でのでのでのでの活動活動活動活動がががが困難困難困難困難
少子少子少子少子・・・・高齢化高齢化高齢化高齢化⇒小単位地域での活動の衰退

都市化都市化都市化都市化・・・・核家族化核家族化核家族化核家族化⇒相互扶助意識の低下

住民住民住民住民ニーズニーズニーズニーズのののの多様化多様化多様化多様化⇒自治会単位での対応が困難

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ・・・・ワーキングワーキングワーキングワーキング会議会議会議会議のののの設置設置設置設置（（（（平成平成平成平成８８８８年年年年４４４４月月月月））））

実務担当者により、編成（係長以下）



（旧）コミュニティ基本構想
（平成９年５月 旧宗像市が策定）

� 基本理念基本理念基本理念基本理念
（（（（１１１１））））住民住民住民住民とととと行政行政行政行政のののの協働協働協働協働

・お互いが対等のパートナーとして、まちづくり・地域づくりを実践する

（（（（２２２２））））住民参加住民参加住民参加住民参加によるまちづくりによるまちづくりによるまちづくりによるまちづくり
・小学校区単位に、地区住民による自主組織を設立

活動拠点活動拠点活動拠点活動拠点（（（（コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ････センターセンターセンターセンター））））のののの整備整備整備整備
地区公民館２館の用途変更⇒順次、コミュニティ･センターへ

庁内推進体制庁内推進体制庁内推進体制庁内推進体制のののの確立確立確立確立
Ｈ10企画課コミュニティ係 ⇒ Ｈ１3コミュニティ課



相互扶助相互扶助相互扶助相互扶助

地域全体で協力して
課題の解決に取り組み、
相互扶助意識の向上を
図る

相互扶助相互扶助相互扶助相互扶助

地域全体で協力して
課題の解決に取り組み、
相互扶助意識の向上を
図る

地域分権地域分権地域分権地域分権

権限と財源を地域に
譲り、地域住民の手に
よるまちづくりを推進

地域分権地域分権地域分権地域分権

権限と財源を地域に
譲り、地域住民の手に
よるまちづくりを推進

●●●●地域住民地域住民地域住民地域住民がががが““““自己決定自己決定自己決定自己決定”“”“”“”“自己実現自己実現自己実現自己実現”“”“”“”“自己責任自己責任自己責任自己責任””””のののの考考考考ええええ
方方方方をををを持持持持ってってってって、、、、地域課題地域課題地域課題地域課題のののの解決解決解決解決にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

●●●●主体的主体的主体的主体的にまちづくりをにまちづくりをにまちづくりをにまちづくりを行行行行うううう地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ

� 基本理念基本理念基本理念基本理念：：：：協働協働協働協働､､､､共生共生共生共生､､､､自律自律自律自律

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティのののの将来像将来像将来像将来像

（新）コミュニティ基本構想・基本計画
平成１９年３月策定



コミュニティとは・・・（市の定義）

� 小学校区単位の長所
◇子どもを介して地域住民の交流を図ることが

出来る。（環境・防犯・子育て）

◇既存の団体の範域が小学校区であったため、

組織の構成団体として、そのまま活用できる。

原則原則原則原則としてとしてとしてとして、、、、宗像市立小学校宗像市立小学校宗像市立小学校宗像市立小学校のののの通学区域通学区域通学区域通学区域においてにおいてにおいてにおいて、、、、

地域住民地域住民地域住民地域住民がががが共同体意識共同体意識共同体意識共同体意識をををを持持持持ってってってって、、、、主体的主体的主体的主体的にににに形成形成形成形成

されたされたされたされた地域社会地域社会地域社会地域社会
（市民参画、協働及びコミュニティ活動の推進に関する条例 第2条第2号）



コミュニティ運営協議会とは・・・

� 地域住民地域住民地域住民地域住民ののののコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動活動活動活動へのへのへのへの参加参加参加参加
第３６条 地域住民は、自らの権利と義務を踏まえ､コミュニティ活動に

積極的に参加するよう努める

� コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ運営協議会運営協議会運営協議会運営協議会のののの設置設置設置設置
第３７条 コミュニティに地域住民の自主的な組織として、コミュニティ運営協議

会を置く

� コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ運営協議会運営協議会運営協議会運営協議会のののの役割役割役割役割
第３８条 運営協議会は、コミュニティの課題解決に主体的に取り組み､

交流の促進､福祉、生活環境の向上､安全な生活確保などを図る

いわゆるいわゆるいわゆるいわゆる市民参画条例市民参画条例市民参画条例市民参画条例ではではではでは、、、、



これまでの「地域」と「行政」との関係

� どのどのどのどの課課課課にににに要望要望要望要望をををを出出出出せばせばせばせば

いいのかいいのかいいのかいいのか分分分分からないからないからないからない

� 課課課課ごとにごとにごとにごとに手続手続手続手続きがきがきがきが異異異異なななな

るるるる

� 手続手続手続手続きがきがきがきが煩雑煩雑煩雑煩雑

� 市民市民市民市民のののの声声声声がががが届届届届きにくいきにくいきにくいきにくい

� 自治会長自治会長自治会長自治会長のののの負担負担負担負担がががが大大大大きききき

いいいい
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はて？どこにはて？どこに
相談すれば・・・相談すれば・・・



現在の「地域」と「行政」との関係

� 窓口窓口窓口窓口のののの一本化一本化一本化一本化

地域側地域側地域側地域側＝＝＝＝コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ

運営協議会運営協議会運営協議会運営協議会

行政側行政側行政側行政側＝＝＝＝コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ課課課課

� 流流流流れがれがれがれがスムーズスムーズスムーズスムーズ

� 地域内部地域内部地域内部地域内部とととと行政内行政内行政内行政内

部部部部、、、、それぞれにそれぞれにそれぞれにそれぞれに連連連連

携携携携をとるをとるをとるをとる必要必要必要必要ありありありあり

コミュニティ

運営協議会

コミュニティ

センター

・まちづくりの拠点

・交流の場
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コミュニティ運営協議会の組織図（一般的なもの）

事務局事務局事務局事務局事務局事務局事務局事務局

役役役役 員員員員 会会会会

総総総総 会会会会

運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会

随随随随 時時時時活動組織活動組織活動組織活動組織

公民館活動部会公民館活動部会公民館活動部会公民館活動部会

青少年育成部会青少年育成部会青少年育成部会青少年育成部会

健康福祉部会健康福祉部会健康福祉部会健康福祉部会

環境整備部会環境整備部会環境整備部会環境整備部会

自治会長会自治会長会自治会長会自治会長会

年年年年１２１２１２１２回以上回以上回以上回以上

広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会
地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり部会部会部会部会

年年年年４４４４回程度回程度回程度回程度

年年年年１１１１回回回回

チェック機関

事務局長、事務員

構成団体

構成団体

構成団体

構成団体

構成団体



行政（市）の役割

権限権限権限権限・・・・財源財源財源財源のののの移譲移譲移譲移譲
まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり交付金交付金交付金交付金
市事業市事業市事業市事業のののの協働委託協働委託協働委託協働委託

市職員市職員市職員市職員によるによるによるによる支援支援支援支援
コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動活動活動活動のののの支援支援支援支援

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり計画策定計画策定計画策定計画策定・・・・事業化支援事業化支援事業化支援事業化支援

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ・・・・センターセンターセンターセンターのののの整備整備整備整備
活動拠点活動拠点活動拠点活動拠点のののの整備整備整備整備
機能機能機能機能のののの充実充実充実充実



まちづくり計画について
◎◎◎◎コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動活動活動活動のののの指針指針指針指針となるものとなるものとなるものとなるもの

◎◎◎◎これからもこれからもこれからもこれからも守守守守りりりり育育育育んでいきたいんでいきたいんでいきたいんでいきたい地域地域地域地域のののの魅力魅力魅力魅力やややや解決解決解決解決すべきすべきすべきすべき課題課題課題課題をををを

把握把握把握把握するするするする

⇒⇒⇒⇒策定委員会策定委員会策定委員会策定委員会をををを立立立立ちちちち上上上上げげげげ、、、、ワークショップワークショップワークショップワークショップ形式形式形式形式でででで作成作成作成作成

地域地域地域地域のののの実情実情実情実情にににに応応応応じてじてじてじて、、、、継続的継続的継続的継続的なななな活動活動活動活動････事業事業事業事業をををを計画計画計画計画することができるすることができるすることができるすることができる

◎◎◎◎将来将来将来将来にににに渡渡渡渡りりりり、、、、自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの地域地域地域地域をををを住住住住みよいまちにしていくためのみよいまちにしていくためのみよいまちにしていくためのみよいまちにしていくための、、、、

具体的具体的具体的具体的なななな取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを盛盛盛盛りりりり込込込込んだんだんだんだ計画書計画書計画書計画書

策定後、5～6年を目途に“見直し作業”を実施



まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり交付金交付金交付金交付金まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり交付金交付金交付金交付金

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ運営協議会運営協議会運営協議会運営協議会

部会部会部会部会のののの
事業事業事業事業

各種団体各種団体各種団体各種団体のののの
事業事業事業事業
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委嘱業務委嘱業務委嘱業務委嘱業務をををを実施実施実施実施

行政区長委嘱制度行政区長委嘱制度行政区長委嘱制度行政区長委嘱制度

制度制度制度制度のののの廃止廃止廃止廃止
地域地域地域地域のののの状況状況状況状況にににに応応応応じたまちづくりじたまちづくりじたまちづくりじたまちづくり

事業事業事業事業・・・・活動活動活動活動をををを実施実施実施実施

市市市市

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
課課課課

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×
課課課課

△
△
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△
課課課課

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□
課課課課

○
○
○
○
○
○
○
○
協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

×
×
×
×
×
×
×
×
連
合
会

連
合
会

連
合
会

連
合
会

△
△
△
△
△
△
△
△
自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□
団
体
団
体
団
体
団
体

補助金補助金補助金補助金のののの整理整理整理整理・・・・統合統合統合統合

各種団体等補助金各種団体等補助金各種団体等補助金各種団体等補助金

まちづくり交付金

それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの団体団体団体団体ごとごとごとごと
にににに目的目的目的目的にににに応応応応じたじたじたじた活動活動活動活動

協議会協議会協議会協議会のののの
事業事業事業事業

予算配分予算配分予算配分予算配分



コミュニティ・センターの整備
１２地区のうち、１０地区整備済み

� 指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者はははは地区地区地区地区コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ

� 使用料はコミュニティ活動費へ

� 指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者はははは地区地区地区地区コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ

� 使用料はコミュニティ活動費へ

行政行政行政行政サービスサービスサービスサービス
がががが受受受受けられるけられるけられるけられる

生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの
のののの拠点拠点拠点拠点

地域住民地域住民地域住民地域住民のののの
交流交流交流交流のののの場場場場

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動活動活動活動
のののの拠点拠点拠点拠点

まちづくりの拠点として
自主性をもって運営

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ事務局事務局事務局事務局



課題
� 地域住民の理解と意識の向上

市民のコミュニティ意識は十分ではない⇒コミュニティ広報紙の活用

� 地域分権へ対応できる組織づくり
増額したまちづくり交付金への対応⇒部会役員、事務局体制の強化

� 地域での事業展開
“地域親交型”の事業は軌道に乗った。“課題解決型”事業の充実。

� 人材の発掘・養成
地域特性による人材不足。※漁村部、農村部の住民は生涯現役(定年なし)

地域に眠っている人材の発掘⇒スポット役員（実行委員等）から本役員へ

� 行政職員の意識改革
コミュニティ課に配属されて、初めてコミュニティを理解する市職員の存在。

職員研修の実施⇒初任層（3年目）職員のコミュニティ現場体験



････ コミュニティ区
■ コミュニティ・センター
□□□□ コミュニティ事務局

■

■

■

■

■
■

■

■■■■

■■■■

□□□□

■

玄玄玄玄海

■■■■

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ範域範域範域範域


